第３学年１組　　道徳科学習指導案

１　主　題　名　　　やさしさとは（Ｂ　親切、思いやり）
　　教　材　名　　　持ってあげる？食べてあげる？出典：光村図書「きみがいちばんひかるとき」
２　本時の学習
（１）ね　ら　い
　　　優しい人になりたい「わたし」が、相手に対して行う親切や思いやりの例を通して、優しい人と
はどんな人かについて考えさせ、相手の状況を捉えて親切な行為をしようとする判断力を育てる。
（２）準　　備
　　　教　師　・・・学習シート、提示用挿絵
（３）学習過程　アンダーラインは、現職テーマに迫る手立て
	段階
	学習活動
	〇教師の支援・留意点　◎評価

	つかむ　７分
	１　友達に優しくした（された）ことに
ついて、これまでの経験を振り返る。　
【個→全】
２　本時の学習課題を知る。　　　　【全】

	[bookmark: _GoBack]○　思いついた児童から発表し、思い出せない児童の参考になるようにする。「やさしい」人とはどんな人のことだろう。


	追究する　28分
	
３　「わたし」の行動について考える。【全】
　①　ランドセルを持ってあげる「わたし」
・みきちゃんが喜んでくれた。
・やさしくできてうれしい。
・みきちゃんは持ちたくないだけ。
　②　ナスを食べてあげる「わたし」
　　・二人ともうれしい。
　　・やさしくできた。
　　・たけしくんのためになっているか。

４　「やさしさ」とはどういうことか、話し
合う。　　　　　　　　　　　　【グ→全】
　・相手のためになっているかを考える。
　・相手の立場を分かってから行動する。
	
〇　「わたし」の行動について、よかったところとよくないところについて、話し合うようにする。
〇　「わたし」の優しさについて、肯定的な意見も否定的な意見も認める。
○　みきやたけしの事情についても考えるよ
うゆさぶりをかけ、学習課題に迫れるように
助言する。


○　それぞれの話の中で、どうすればよかったかを、確認しながら考える。
◎　「やさしさ」について、自分なりの考えをもって話し合うことができたか。
（話し合い・学習シート）

	まとめる10分
	５　本時の学習をまとめる。
「やさしい」人とは,相手の立場や相手のことを考えてあげられる人のこと。



６　みきやたけしに対して、どう言えばよい
かを考える。　　　　　　　　【ペア→全】
　・自分のものは自分で持ってほしいな。
　・少しでもいいから食べてみよう。
７　自分の生活を振り返る。　　　　　【個】
・相手のことも考えて、優しくできるようにしたい。
・本当に優しいかどうか考えてから行動したい。
	



○　役割演技をしながら、「やさしい」行為について、確認し合う。


○　今までの自分を振り返ったり、これからの生活に生かそうとしたりするよう助言する。
◎　相手のことや立場を考えて優しくしようとする気持ちを高めることができたか。
（発言・学習シート）


（４）評　　価
　　　いろいろな立場から「やさしさ」について考え、理解し、行動していこうとする気持ちをもつこ
とができたか。
